
工
業
の
礎
を
世
界
遺
産
に旧集成館機械工場。集成館は製鉄や

機械 紡績など工場群を形成した

端島は「軍艦島」とも呼ばれ 産業観光で高い人気を誇る（写真提供：長崎市

　「明治日本の産業革命遺産　九州・
山口と関連地域」が、世界遺産リスト
への登録に向け審査の大詰めを迎えて
いる。６月にドイツで開かれる世界遺
産委員会で登録決定した場合、国内で
は カ所目の世界遺産となる。江戸時
代から明治にかけて工業化の礎を築い
た産業遺産群は、日本を近代国家に発
展させようと先進技術を懸命に習得し
た先人たちの魂ともいえる。

脈
々
と
受
け
継
ぐ
先
人
た
ち
の
技
術

構成資産一覧
構成資産名 所在地

萩の産業遺産群 山口県萩市
旧集成館

鹿児島市寺山炭窯跡
関吉の疎水溝
三重津海軍所跡 佐賀市
韮山反射炉 静岡県伊豆の国市
橋野高炉跡および関連遺跡 岩手県釜石市
小菅修船場跡

長崎市

長崎造船所第三船渠
長崎造船所旧木型場
長崎造船所ジャイアント・
カンチレバークレーン
長崎造船所占勝閣
高島炭坑
端島炭坑
旧グラバー住宅
三池炭鉱宮原坑

福岡県大牟田市
三池港
三池炭鉱万田坑 福岡県大牟田市、

熊本県荒尾市三池炭鉱専用鉄道敷跡
三角西（旧）港 熊本県宇城市
八幡製鉄所旧本事務所

北九州市八幡製鉄所修繕工場
八幡製鉄所旧鍛冶工場
八幡製鉄所遠賀川水源地ポ
ンプ室 福岡県中間市

近代化の鼓動なお強く「明治日本の産業革命遺産九州・山口と関連地域」
三池炭鉱宮原坑。宮原坑は年間
４０万－５０万トンを出炭した
三池炭鉱最大の炭坑だった

急
速
に
発
展
し
た
石
炭
・
製
鉄
・
造
船

　
世
界
遺
産
と
は
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自

然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
に
基
づ
き
、

顕
著
に
し
て
普
遍
的
な
価
値
を
持
つ
資
産
と
し

て
登
録
さ
れ
た
遺
跡
や
自
然
景
観
な
ど
だ
。
世

界
全
体
で
は
文
化
遺
産
７
７
９
件
、
自
然
遺
産

１
９
７
件
、
複
合
遺
産

件
の
計
１
０
０
７
件

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
に
は
長
い
年
数

を
要
す
る
。
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
　

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
の
場
合
、

年
に

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
追
加
記
載
さ
れ
、

年
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
暫
定
版

の
推
薦
書
、

年
に
正
式
版
の
推
薦
書
を
提
出

し
、
よ
う
や
く
現
地
調
査
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
諮
問
機
関
の
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議

イ
コ

モ
ス

は

年
９
月
か
ら

月
に
か
け
て
、
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
イ
コ
モ
ス
は

年
４
月
下
旬
―
５
月
上
旬

に
勧
告
を
出
し
、
最
終
的
に
は
６
月

日
か
ら

７
月
８
日
に
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
る
予
定
の
世
界

遺
産
委
員
会
が
登
録
す
る
か
否
か
を
決
め
る
。

　
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
急
速
に

発
展
し
た
日
本
の
工
業
化
を
テ
ー
マ
と
す
る
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
　
九
州
・
山
口
と
関

連
地
域
。
１
８
５
１
年
に
薩
摩
藩
が
西
洋
技
術

を
取
り
入
れ
た
高
炉
や
機
械
工
場
な
ど
を
備
え

た
集
成
館
の
事
業
を
開
始
、
明
治
維
新
を
経
て

工
業
化
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速
し
、
わ
ず
か
半

世
紀
の
間
に
日
本
は
欧
米
諸
国
に
引
け
を
取
ら

な
い
工
業
力
を
身
に
つ
け
た
。

　
こ
の
過
程
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
九
州
・
山
口
と
縁
が
深
い
石
炭
、
製
鉄
、

造
船
の
３
業
種
。
業
種
と
し
て
は
異
な
る
が
、

石
炭
は
蒸
気
機
関
の
燃
料
で
あ
り
、
製
鉄
の
原

料
で
も
あ
り
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
こ
の
３

業
種
計

の
資
産
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
関
連
付

け
る
こ
と
で
「
日
本
の
工
業
近
代
化
の
歴
史
を

後
世
に
継
承
し
て
い
く
」

世
界
遺
産
登
録
推

進
協
議
会
事
務
局

。

　
石
炭
は
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
一
般
家
庭
で
も

調
理
や
暖
房
に
使
わ
れ
て
い
た
燃
料
で
あ
り
、

貴
重
な
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
だ
っ
た
。
九
州

は
国
内
有
数
の
産
炭
地
で
、
福
岡
県
筑
豊
地
方

や
長
崎
市
な
ど
各
地
に
炭
鉱
が
存
在
し
た
。
ま

た
、
石
炭
を
輸
送
す
る
た
め
の
鉄
道
や
港
湾
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
、
石
炭
を
原
料
と
す
る
製
鉄
や

化
学
な
ど
の
工
場
が
建
設
さ
れ
、
地
域
の
産
業

振
興
に
も
貢
献
し
た
。

　
今
回
は
三
池
炭
鉱
宮
原
坑

福
岡
県
大
牟
田

市

、
三
池
港

同

、
三
池
炭
鉱
万
田
坑

大
牟
田
市
と
熊
本
県
荒
尾
市

、
三
池
炭
鉱

専
用
鉄
道
敷
跡

同

、
高
島
炭
坑

長
崎

市

、
端
島
炭
坑

同

な
ど
が
対
象
資
産
に

選
定
さ
れ
た
。

　
三
池
炭
鉱
は
１
８
８
９
年
に
官
営
か
ら
三
井

に
経
営
が
変
わ
っ
た
後
、
大
型
の
炭
坑
開
発
が

進
ん
だ
。
宮
原
坑
は
１
８
９
８
年
か
ら
１
９
３

１
年
ま
で
の
間
、
年
間

万
―

万

を
出
炭

し
た
三
池
炭
鉱
で
最
大
の
坑
口
。
現
在
は
二
つ

あ
っ
た
立
て
坑
の
う
ち
、
１
９
０
１
年
に
完
成

し
た
第
二
立
て
坑
が
残
っ
て
い
る
。
万
田
坑
は

宮
原
坑
に
次
ぐ
三
池
炭
鉱
の
主
力
坑
だ
っ
た
。

第
二
立
て
坑
や
ぐ
ら
、
巻
揚
機
室
な
ど
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
石
炭
の
採
掘
か
ら
選
炭
、
運
搬

ま
で
一
連
の
工
程
が
わ
か
る
。

　
高
島
炭
坑
と
端
島
炭
坑
は
三
菱
が
明
治
政
府

か
ら
譲
り
受
け
た
炭
坑
だ
。
端
島
は
長
崎
市
沖

に
浮
か
ぶ
島
で
、
労
働
者
向
け
に
日
本
で
最
初

と
い
わ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
パ
ー
ト
が

複
数
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
形
が
軍
艦
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
「
軍
艦
島
」
と
も
呼
ば
れ
、
現
在

で
は
島
に
上
陸
す
る
産
業
観
光
ツ
ア
ー
が
人
気

と
な
っ
て
い
る
。

　
石
炭
が
建
設
地
選
定
の
要
因
と
な
り
、
九
州

に
立
地
が
決
ま
っ
た
の
が
製
鉄
だ
。
工
業
化
が

進
展
す
る
に
つ
れ
、
鉄
の
需
要
は
拡
大
し
、
明

治
政
府
は
西
洋
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
国
内
初

の
一
貫
製
鉄
所
を
、
現
在
の
北
九
州
市
八
幡
東

区
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
石
炭
は
製
鉄

の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
た
め
、
筑
豊
炭
田
が

周
辺
に
立
地
し
た
こ
と
が
選
定
理
由
の
一
つ
だ

っ
た
と
さ
れ
る
。
官
営
八
幡
製
鉄
所
と
し
て
１

９
０
１
年
に
操
業
開
始
し
、
現
在
も
新
日
鉄
住

金
八
幡
製
鉄
所
が
そ
の
技
術
を
引
き
継
ぎ
、
日

本
の
製
鉄
業
を
け
ん
引
す
る
生
産
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
回
は
八
幡
製
鉄
所
の
旧
本
事
務
所

北
九

州
市
八
幡
東
区

や
修
繕
工
場

同

、
旧
鍛

冶
工
場

同

の
ほ
か
、
江
戸
時
代
の
集
成
館

反
射
炉
跡

鹿
児
島
市

や
韮
山
反
射
炉

静

岡
県
伊
豆
の
国
市

も
選
定
さ
れ
た
。

　
造
船
は
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
が
欧
米
な
ど
の

諸
外
国
と
肩
を
並
べ
て
行
く
た
め
に
欠
か
せ
な

い
重
要
産
業
だ
っ
た
。
近
代
造
船
の
礎
と
し
て

江
戸
幕
府
が
１
８
６
１
年
に
完
成
し
た
長
崎
鎔

鉄
所
は
、
明
治
政
府
の
官
営
時
代
を
経
て
１
８

８
４
年
に
三
菱
の
経
営
と
な
る
。
こ
れ
以
降
、

本
格
的
な
造
船
所
と
し
て
工
場
な
ど
を
新
設

し
、
国
内
産
業
を
引
っ
張
る
モ
ノ
づ
く
り
の
地

と
し
て
発
展
し
た
。
現
在
も
三
菱
重
工
業
の
長

崎
造
船
所
と
し
て
液
化
天
然
ガ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

な
ど
を
建
造
す
る
ほ
か
、
火
力
発
電
用
ボ
イ
ラ

な
ど
を
生
産
す
る
同
社
主
要
生
産
拠
点
の
一
つ

で
あ
る
。

　
今
回
の
構
成
資
産
で
も
長
崎
市
に
立
地
す
る

も
の
が
多
く
、
長
崎
鎔
鉄
所
と
同
じ
く
１
８
６

０
年
代
に
建
設
さ
れ
た
小
菅
修
船
場
跡

長
崎

市

や
１
８
９
８
年
完
成
の
長
崎
造
船
所
旧
木

型
工
場

同

、
１
９
０
５
年
完
成
の
長
崎
造

船
所
「
第
三
船
渠

同

」
な
ど
５
資
産
あ

る
。
旧
木
型
工
場
は
現
在
、
資
料
館
と
し
て
一

般
の
人
も
見
学
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
長
崎
鎔

鉄
所
時
代
か
ら
の
歴
史
を
学
べ
る
。

　
日
本
の
石
炭
産
業
は
衰
退
し
た
も
の
の
、
造

船
は
現
在
で
も
世
界
３
位
の
建
造
量
を
誇
り
、

製
鉄
も
自
動
車
用
鋼
板
や
レ
ー
ル
な
ど
高
付
加

価
値
品
は
世
界
で
高
い
競
争
力
を
持
つ
。
北
九

州
市
に
は
新
日
鉄
住
金
八
幡
製
鉄
所
、
長
崎
市

に
は
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
の
仕
事
を
手
が

け
る
多
数
の
企
業
が
存
在
し
「
鉄
の
町
」
「
船

の
町
」
を
形
成
す
る
。
日
本
を
近
代
国
家
に
導

い
た
技
術
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ＷｏｒｌｄＨｅｒｉｔａｇｅ
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韮山反射炉は幕末の反射
炉として国内で唯一現存
する


